
｢一次相転移に伴うメゾスコピック構造の形成とそのダイナミックス｣

水 素 結 合 錯 体

分子研 三 谷 洋 興

水素結合に関する研究の歴史は古く,これまでに膨大な資料が蓄積されているが.水素結合の動

的な性質,例えば赤外振動スペクトル等の基本的性質は今だその内容が明らかとなっていない｡そ

の要因の一つに,水素結合を介した電子-プロトン相互作用の特異性にある｡ ここでは,この特異

性が最も着るしく現われる水素結合を含む電荷移動型錯体を取り上げ,その振動および電子スペク

トルの特徴および高圧下の振舞いについて紹介し,電子-プロトン相互作用がどのような姿で現わ

れるかを示した｡さらに,高圧下の挙動を電子-プロトンの連動というメゾスコピックな観点から

提え,このモデルに基づいた新物質開発の基本方針について言及した｡最後に,現在進めている物

質開発の具休例を示した｡

ガ ル ビ ノキ シル の ス ピ ン ソ リ トン

分子研 阿波賀 邦 夫

物性研 木下 書

有機中性ラジカル,ガルビノキシル (S-1/2)は,85K以下の低温相で AlternatingAntife-

rromagneticChainを形成していると考えられている｡~ガルビノキシル低温相の単結晶EPRスペ

クトルを測定したところ.従来から知られている三重項励起子とともに,スピンソリ''トンの熱励起.′

と解釈できる二重項励起を兄いだしたO活性化エネルギーは △-12meVとなり,これは三重項励

起子の△の27%に相当する.またスピンソリトンの励起は吸収線形にも明確に現れており,エキシ

トン問の相互作用が示唆された｡

光 携 起 相 転 移

東大 ･理 十 倉 好 紀

局所的な光励起状態が,マクロな,あるいはメゾスコピックな空間のスケールで秩序変数の変化
.i

をもたらす可能性を検討した｡特に,強い電子一格子相互作用を有し,かつ一次相転移を示す擬 1

次元有機物質を例にとり上げて論じた｡

既に光誘起転移が兄い出されている系として,共役ポリュ-ポリジアセチレンがある.ポリジア

セチレンはボンド長が僅かに異なる2通りの構造 (A相およびB相)をとり,温度によって相互の

相変化を示す.しかし,また光励起によるザ-ラロンまたはポーラロン対の生成によっても,同様

のA-Bの相変化が起こることが兄い出されている｡この光誘起変化には,ある臨界的な光強度が
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